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免疫の役割
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◎防御…体内への病原体/異物の侵入をブロック

◎攻撃…体内に侵入してきた病原体/異物への攻撃
（ガン細胞や老化細胞の除去等の役割も）

ブロック
（防御）

防
御
と
攻
撃

体内の免疫
細胞等

攻撃
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免疫機構と作用機序
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ムチン層

粘膜上皮
細胞

粘膜バリア機能の強化（機序②）

・抗菌ペプチド：病原体を殺す
（ウイルスにも有効）

・物理バリア：病原体の侵入を
物理的に防ぐ

IgA抗体（機序①）

・幅広い病原体に
くっついて中和
（働けなくする）

好中球

樹状細胞

マクロ
ファージ

貪食等

活性化

NK細胞

感染細胞

貪食等
（攻撃）

攻撃

活性化

（他にもキラーT細胞等がある）

リンパ球
（B細胞）

貪食細胞活性の増加（機序③）

・病原体を殺す
（あるいは情報伝達）

NK活性の増強
（機序④）

・感染細胞やがん細胞の
除去

特異的抗体産生の増加（機序⑤）

・侵入した病原体により特異的に
反応する（働けなくする）
抗体を産生

（初期感染では時間がかかる）

防御

攻撃

IgA抗体

抗菌ペプチド

病原体（抗原）

注）ウィルスは、細胞
に感染して増殖
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免疫関連売れ筋商品の作用機序比較

比
較
表
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商品名 販売会社
価格
（円）

販売高
（円）

上気道感染
予防

①IgA産生
②バリア
機能

③貪食細胞
活性

④NK細胞
活性

⑤特異的
抗体産生

商品 ① 販売社 A XXX YY億 ◎ ◎ ◎

商品 ② 販売社 B XXX YY億 ◎ ○ ○

商品 ③ 販売社 C XXX YY億 （◎）

商品 ④ 販売社 D XXX YY億 ○ ○

商品 ⑤ 販売社 E XXX YY億 （◎） △

商品 ⑥ 販売社 F XXX YY億 (○) △ (○)

商品 ⑦ 販売社 G XXX YY億 （◎） （◎）

商品 ⑧ 販売社 H XXX YY億 ◎

商品 ⑨ 販売社 I XXX YY億 ◎ （◎） ○

商品 ⑩ 販売社 J XXX YY億 ○ △

商品 ⑪ 販売社 K XXX YY億 （◎）

商品 ⑫ 販売社 L XXX YY億 （◎） （◎） （◎）

エビデンスグレーディング ◎:臨床報告有、()：用量不足または不明、○：動物報告有、△:in vitro 報告有

37)

39)

37)38)

40)

42)

41)

43) 44)

45) 46)

46)47)

49)
50)

47)

56)

48)

55)

52)

51)

57)

50)

46)

54)53)

詳しくは、個別提案にて。
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免疫の役割
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ターゲット：高齢者
コンセプト：加齢による免疫力低下をサポートする流行感染症対策

フォーミュレーション①

ターゲット： 中高年
コンセプト：上気道感染予防に関する臨床報告が多い原料で作る流行感染症対策

ターゲット： 幅広い年齢層
コンセプト：上気道感染予防に特に重要とされているIgA（機序①）と

NK活性化（機序④）の機能を強化

ターゲット：若者
コンセプト：若者のストレス等による免疫力低下をサポート

機序①～⑤を網羅し、且つ、ヒト臨床有効量を意識した組み合わせ例
組
み
合
わ
せ
例

フォーミュレーション②

フォーミュレーション③

フォーミュレーション④
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コンセプト(お悩み、症状)に対して、
学術ベースのエビデンスを元に、

お客様にあった処方提案を致します！
まずは、ご相談ください！

本資料は、製品開発者向けであり、資料およびデータを製品の広告や宣伝などに
直接使用することはお控えください（薬機法などの法律に抵触するおそれがあります）

本ダウンロード資料は、全体の一部抜粋の資料となっております。
より詳しい内容については、当社研究所の研究員が
個別に解説をさせて頂きますので、ご要望の方は
弊社営業スタッフまでお問い合わせください。
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